
市長より説明

質問者
（居住地区）

意見の要旨 市長の回答 関係部署

上新穂
　離島政策として、通常は新潟に拠点を置き、土日には佐渡
を拠点にする等、二地域居住に取り組んでいただきたい。税
制を優遇するといった方向性はないか。

　現在、国交省と協議を進めているところである。春から秋は
佐渡で働き、冬期は湯沢や東京で働くパターンや、ＩＴ企業
等、会社に居なくてもできる業務は、佐渡を拠点に働いてもら
うパターンを想定している。

地域振興部

上新穂
　新穂歴史民俗資料館について、担当部署に相談している
が、未だに雨漏りが改善されていない。

　限られた予算の中で優先順位をつけて対応しているところ
である。新穂行政サービスセンターに要望いただければ、関
係部署と調整をさせていただく。

【新穂行政サービスセンター】
　佐渡学センターには概要を伝えており、引き続き状況を確
認しながら対応策を図りたいとの報告を受けている。

観光文化スポーツ
部

青木

　地域クラブへの移行について、地域の中でクラブ活動をす
ることに限界がある。子どもの人数が少なく、種目によっては
対応できない地域も出てくる。また、本気で競技を目指す子ど
もにも対応できる環境づくりが必要である。

　地域クラブにおける意見については、他からもいただいてい
る。何がベストな方法なのか考えながら、指導者の体制や支
援方法も含めて検討していきたい。

教育委員会

三協
　長三郎からトキの森公園に向かう途中の道路標識の表示
が一部消えているので、観光地としては好ましくない。

　見たときに何かを感じなければならないが、それが普通に
なってしまい、皆見逃している。気づいたときに声を上げる習
慣が大事だと考える。
　看板の場所は行政ＳＣで確認する。
（行政ＳＣで位置確認した。新穂就業改善センター付近で県
道に設置された看板を確認している別に報告する）

観光文化スポーツ
部

三協
　入院等で島を離れる際に、長期に駐車するスペースがな
い。

　今すぐの実現は難しいが、両津港開発の議論を新潟県を含
めてはじまっているので、その中で抜本的に考えていきたい。

建設部

三協
　インバウンド対策について、国や年齢層等、佐渡のマーケ
ティングの方向性が見えない。また、バックパッカー向けの宿
泊施設が不足しているのではないか。

ターゲットとしてはヨーロッパ、アジアでは台湾や中国の塩城
市とも交流がある。その他、ハワイ等、文化を軸にした情報
発信を仕掛けていきたい。バックパッカー向けの施設は佐和
田や相川で民間が行っているので、市での整備は考えていな
いが、それを支援する方法はあると考える。

観光文化スポーツ
部

郷平
　集落の人から市道であるが、除雪がされないとの連絡が
あった。大型重機では細い道路の対応ができないため、今回
のような大雪の際には小さな除雪車で対応してもらいたい。

　業者も限られており、どうしても主幹道路を優先して対応し
なければならない。今後、除雪体制をどうするか議論する予
定であり、集落への除雪機の貸し出しや購入支援等、自助・
共助の部分も含めて検討していきたい。

建設部

北方
　R6年度の特別交付税額はどのくらいで、どのような事業に
充当されているのか。

【財政課長】
　R6の交付額はまだ決定していない。近年の実績では、大雪
災害や能登半島地震関連等に25億円程の交付がある。

財務部

北方
　R5年度では、災害の他にどのようなところに充当されている
のか。

【財政課長】
　有人国境離島や地方創生、地域医療の関係などで交付を
受けている。

財務部

北方
　近年、電気料金が高騰し、土地改良事業の運営が厳しく
なっている。特別交付税の対象とならないか。

【財政課長】
　地方公共団体が実施する特別の財政需要が対象となる。

財務部

２．質疑や意見

市民と市長の意見交換会<新穂地区>　質疑要旨

日時：令和7年3月15日（土）　14:00～15:35　　会場：新穂ＳＣ　2階第2・3学習室

参加人数：34名

１．市政について
（説明内容）
○持続可能な島づくりについて
〇令和7年度予算編成方針について
　・人口減少対策
　・人口減少社会への対応
　　※別紙、配布資料を基に説明する。
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島
　新穂地区でも非常に小さな集落で、人口減少が進み、集落
の維持管理が大変である。冒頭で市長から人口減少はしょう
がないとの発言があったが、その言い方はやめてほしい。

　人口減少は事実であり、それに向かって解決する議論をし
ている。人口が減少したらからこそ、どうあるべきかを考えて
いきたい。事実は事実として市民にお伝えし、危機意識を
持って元気な島を目指していきたい。

企画部

島
　防霜ファンを導入してもらい、柿の生産が以前と比べて改善
され、柿農家を辞める人がいなくなったので、非常に感謝して
いる。

　今後、高温になっていくと環境も猛暑のタイミングも代わっ
てくる。それを見抜きながら農業を行う技術が必要になってく
るので、引き続きぜひ頑張っていただきたい。

農林水産部

瓜生屋

　両津港の松林に駐車場を作ると聞いたが、県と市のどちら
でやるのか。
　新穂地区内の交差点で同じ事故が2件発生したので、信号
を設置してほしい。また、新穂中学校付近のカーブと南線の
合流地点が危険なので、対策してほしい。

　両津港の駐車場については報告を受けていないため、詳細
は承知していない。
　信号等の個別案件については、新穂行政ＳＣに相談いただ
きたい。県への要望などはまとめて確認する。

建設部


